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1. 検討目的 

「肱川水系山鳥坂ダム建設事業環境影響評価準備書」に記載されている、山鳥坂

ダム建設事業（以下、本事業という）により影響を受けると予測された種について、

保全措置の検討を行うものである。 

 

2. 植物に関する保全措置の基本的な考え方 

2.1 保全措置対象種 

「肱川水系山鳥坂ダム建設事業環境影響評価準備書」において、対象事業の実

施により影響を受けると予測された植物の重要な種は、以下の 21種である。以

下の 21種を、保全措置対象種とした。 

 

表 2.1-1 保全措置対象種 

分類群 科 名 種 名 環境庁 RDB 愛媛県 RDB 

1 種子植物・ ミズワラビ科 ヒメウラジロ Ⅱ類 Ⅱ類 

2 シダ植物 オシダ科 メヤブソテツ  準絶 

3  ニレ科 コバノチョウセンエノキ  Ⅱ類 
4  イラクサ科 アカソ  Ⅱ類 
5   ミヤマミズ  Ⅱ類 
6  ガガイモ科 スズサイコ Ⅱ類 Ⅱ類 

7  シソ科 コシロネ  ⅠB類 

8  スイカズラ科 ゴマギ  ⅠB類 

9  ヒルムシロ科 フトヒルムシロ  準絶 

10  ホシクサ科 ホシクサ  準絶 

11  イネ科 タツノヒゲ  Ⅱ類 

12   イヌアワ  ⅠA類 

13  サトイモ科 ユキモチソウ Ⅱ類 Ⅱ類 

14   ウラシマソウ  ⅠB類 

15  ラン科 ナツエビネ Ⅱ類 ⅠB類 

16   キンラン Ⅱ類 Ⅱ類 

17   マヤラン ⅠB類 不足 

18   クマガイソウ Ⅱ類 Ⅱ類 

19   ムヨウラン属の一種 -/準 絶
*1 Ⅱ 類 /Ⅰ B類 *2

20 蘚苔類 ハイヒモゴケ科 ミズスギモドキ  Ⅰ類 

21 

植 

物 

 クサリゴケ科 カビゴケ Ⅰ類 Ⅰ類 
1.選 定 理 由  
環 境 庁 RDB： 改 訂 ・ 日 本 の 絶 滅 の お そ れ の あ る 野 生 生 物 ― レ ッ ド デ ー タ ブ ッ ク ― （ 植 物 Ⅰ ・
Ⅱ ）（ 環 境 庁  平 成 12年 ） 
Ⅰ A類：絶 滅 危 惧 Ⅰ A類（ 絶 滅 の 危 機 に 瀕 し て い る 種 。ご く 近 い 将 来 に お け る 野 生 で の 絶 滅

の 危 険 性 が 極 め て 高 い も の ）  
Ⅰ B類 ： 絶 滅 危 惧 Ⅰ B類 （ 絶 滅 の 危 機 に 瀕 し て い る 種 。 Ⅰ A類 ほ ど で は な い が 、 近 い 将 来 に

お け る 野 生 で の 絶 滅 の 危 険 性 が 高 い も の ）  
Ⅱ 類  ： 絶 滅 危 惧 Ⅱ 類 （ 絶 滅 の 危 険 が 増 大 し て い る 種 ）  
準 絶  ： 準 絶 滅 危 惧 （ 存 続 基 盤 が 脆 弱 な 種 ）  

愛 媛 県 RDB： 愛 媛 県 レ ッ ド デ ー タ ブ ッ ク ― 愛 媛 県 の 絶 滅 の お そ れ の あ る 野 生 生 物 ― （ 愛 媛 県  
平 成 15年 3月 ） 
Ⅰ A類：絶 滅 危 惧 Ⅰ A類（ 絶 滅 の 危 機 に 瀕 し て い る 種 。ご く 近 い 将 来 に お け る 野 生 で の 絶 滅

の 危 険 性 が 極 め て 高 い も の ）  
Ⅰ B類：絶 滅 危 惧 Ⅰ B類 (絶 滅 の 危 機 に 瀕 し て い る 種 。Ⅰ A類 ほ ど で は な い が 、近 い 将 来 に お

け る 野 生 で の 絶 滅 の 危 険 性 が 高 い も の ) 
Ⅱ 類  ： 絶 滅 危 惧 Ⅱ 類 （ 絶 滅 の 危 険 が 増 大 し て い る 種 ）  
準 絶  ： 準 絶 滅 危 惧 （ 存 続 基 盤 が 脆 弱 な 種 ）  
不 足  ： 情 報 不 足 (評 価 す る だ け の 情 報 が 不 足 し て い る 種 ）  

2.*1:ウ ス ギ ム ヨ ウ ラ ン は 準 絶 滅 危 惧 と 記 載 さ れ て い る 。 ム ヨ ウ ラ ン の 記 載 は な い 。  
*2:ム ヨ ウ ラ ン は 絶 滅 危 惧 Ⅱ 類 、 ウ ス ギ ム ヨ ウ ラ ン は 絶 滅 危 惧 Ⅰ B類 と 記 載 さ れ て い る 。  

 

2.2 保全措置の基本的な考え方 

保全措置の基本的な考え方は、山鳥坂ダム建設後においても、対象事業実施区

域及びその周辺の区域において、移植対象種の個体群が維持されるとともに、個

体数が大きく減少しないこととする。 

また、移植対象種の各種の移植実施の基本的な流れを図 2.2-1に示す。 

保全措置の検討項目は、保全目標、保全措置方法、実施時期、実施手順及び移

植先等の保全措置の手法、維持管理計画、不足している現地調査計画の立案等と

した。保全措置の概略検討項目を、表 2.2-1に示す。 

 

表 2.2-1 保全措置の概略検討項目 

保全措置の検討項目 

保全目標 

保全措置方法（移植、播種、

挿し木、表土移植） 

実施時期 

実施手順 

保 全 措 置 の

手法 

移植先 

移植実験、増殖 

維持管理計画 

来年度以降の現地調査計画の立案 
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保全対象種の生態整理

移植適地の選定（机上選定）

移植手法の検討

・現時点での確認状況
・既存文献（生態・園芸・事例）収集整理
・学識経験者ヒアリング
・移植実施者ヒアリング　等

・工事計画

・植生
・地形（傾斜方向・角度・河川からの距離）
・地質、土壌　等

・用地（土地所有者の状況）

生育状況現地調査

移植適地の選定（現地選定）

移植実験（仮移植）・増殖の実施

対象種の生育状況
（リスク判断）

本移植の実施

モニタリング・順応的管理

保全措置の基本的考え方設定

地点数が少ない、
知見が少ない等リスク大

地点数が多い、
知見がある等リスク小

・土壌性状
・日射、風当たり
・空中湿度
・管理状況　等の微環境
・他の重要種等に及ぼす影響の有無

詳細移植計画・管理計画の立案

主に平成18年度

平成19年度
以降

・2年以内の工事区域内生育状況調査
・直近の移植対象種の生育状況調査

保全対象種毎の移植フロー

・保全目標の設定
・移植時期
・移植実験手法
・移植手法
・播種等の移植以外の手法
・維持管理計画

 
 

2.2.1 保全目標の考え方 

前項において保全措置の基本的な考え方として、「対象事業実施区域及びその

周辺の区域において、移植対象種の個体群が維持されるとともに、個体数が大き

く減少しないこと」を示した。 

この基本的な目標を達成したと判断するにあたり、保全目標の考え方を表

2.2-2に示す。 

また、予測地域全体での生育確認状況や改変率等を考慮し、生存率の目標を設

定する。 

以上の基本的な考え方に従い、各種ごとに保全目標を設定するものとする。 

 

表 2.2-2 区分ごとの保全目標の基本的な考え方 

区分 
保全目標 

（モニタリングの目安） 
備考 

種子植物（樹木） 移植や挿し穂により、移植

対象種が活着し、一定期間

の生育が維持され、開花、

結実が確認されること。 

一定期間とは 5年

程度を目安とする

が、種ごとに設定

する。 

種子植物（多年草） 移植対象種が活着し、一定

期間の生育が維持され、個

体数が維持あるいは増加す

るか、開花、結実、実生等

により世代交代が行われた

と確認されること。 

一定期間とは 5年

程度を目安とする

が、種ごとに設定

する。 

種子植物（一年草） 播種により、移植対象種が

生育し、開花、結実、実生

等により世代交代行われた

と確認されること。 

－ 

シダ植物（多年生） 移植対象種が活着し、一定

期間の生育が維持され、個

体数が維持あるいは増加す

るか、胞子嚢が確認される

こと。 

一定期間とは 5年

程度を目安とする

が、種ごとに設定

する。 

蘚苔類 移植対象種の基盤となる植

物が活着し、一定期間の生

育が維持されること。 

一定期間とは 5年

程度を目安とする

が、種ごとに設定

する。 

注）基本的な考え方及び生態特性を踏まえた上で、種ごとに設定する。 

 

図 2.4-1 各種の移植実施の基本的な流れ 

保全措置の基本的考え方設定 

重要性が高い、 

個体数が少ない、 

知見が少ない等リスク大 
重要性が低い、 

個体数が多い、 

知見がある等リスク小 
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2.2.2 移植実験、増殖についての考え方 

移植に関する知見が少ない種や、生育地点数（個体数）が少ない種について

は、移植の不確実性や不測の事態に対応し、あらかじめ移植実験や増殖を行っ

ておく必要がある。移植実験を行う種については、実験がうまくいかないリス

クを考え、リスク回避のために実験栽培地等で一旦、播種や挿し木等の増殖を

し、個体数を増やしてから、移植適地に移植するものとする。 

移植実験や増殖について実施するか否かの判断基準を表 2.2-3に、判断基準

を踏まえた移植方針の考え方を表 2.2-4に示す。以上に基づいて検討した保全

措置対象種の保全措置方針案を表 2.2-5に示す。 

なお、増殖はリスク軽減のために行うものであり、過剰に自然状態の適地に

移植しないものとする。 

 

表 2.2-3 保全措置の方針判断基準 

項目 基準 

地域における重要性 環境省 RDBの記載種か愛媛県 RDB

における絶滅危惧Ⅱ類以上のカテ

ゴリを重要性が高いと判断する。 

予測地域での地点数 予測地域での確認地点数が 5地点

以下のものを地点数が少ないもの

と判断する 

移植等の事例 移植、播種等の実績があるものを

不確実性が低いと判断する 

 

表 2.2-4 生育個体数及び移植等事例の有無による保全措置の方針 

区分 

地域に

おける

重要性 

予測地

域での

地点数 

移植等

の事例 
保全措置の方針 

種子植物（樹木） 低 － － 移植 

 高 多 有 移植 

 高 多 無 移植の実験、移植、 

播種・挿し木による増殖 

 高 少 － 移植の実験、移植、 

播種・挿し木による増殖 

種子植物（多年草） 低 － － 移植 

 高 多 有 移植 

 高 多 無 移植の実験、移植、 

播種・株分け等による増殖 

 高 少 － 移植の実験、移植、 

播種・株分け等による増殖 

種子植物（一年草） 低 － － 播種、表土蒔きだし 

 高 多 有 播種、表土蒔きだし 

 高 多 無 播種実験、播種、 

表土蒔きだし及び増殖 

 高 少 － 播種実験、播種、 

表土蒔きだし及び増殖 

シダ植物（多年生） 低 － － 移植 

 高 多 有 移植 

 高 多 無 移植の実験、移植、 

株分け・胞子による増殖 

 高 少 － 移植の実験、移植、 

株分け・胞子による増殖 

蘚苔類 低 － － 基盤ごとの移植 

 高 多 有 基盤ごとの移植 

 高 多 無 移植の実験、基盤ごとの移植 

 高 少 － 移植の実験、基盤ごとの移植 
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表 2.2-5 保全措置対象種の保全措置方針案 

     

№ 科  名 種  名 生活形 

地域に 

おける 

重要性 
環境庁

RDB 

愛媛県

RDB 

予測地 

域での 

地点数 地点数 個体数 

移植等 

事例の 

有無 
移植事例 

の有無 

栽培知見 

の有無 

保全措置の方針 
事後調査 

対象種 

1 ミズワラビ科 ヒメウラジロ シダ植物（多年生） 高 Ⅱ類 Ⅱ類 多 19 290 有 ○ ○ 移植 ― 

2 オシダ科 メヤブソテツ シダ植物（多年生） 低 - 準絶 少 3 3 有 ○ ― 移植 ― 

3 

ニレ科 コバノチョウセンエノキ 種子植物（樹木） 高 - Ⅱ類 多 9 9 有 ○ 

（同属のエノキ

の事例） 

○ 

（同属のエノキ

の知見） 

移植 ― 

4 イラクサ科 アカソ 種子植物（多年草） 高 - Ⅱ類 少 4 4 無 ― ― 移植の実験、移植、播種による増殖 ○ 

5  ミヤマミズ 種子植物（多年草） 高 - Ⅱ類 少 3 13 無 ― ― 移植の実験、移植、播種による増殖 ○ 

6 ガガイモ科 スズサイコ 種子植物（多年草） 高 Ⅱ類 Ⅱ類 少 1 5 無 ― ― 移植の実験、移植、播種による増殖 ○ 

7 シソ科 コシロネ 種子植物（多年草） 高 - ⅠB類 少 2 11 無 ― ― 移植の実験、移植、播種による増殖 ○ 

8 スイカズラ科 ゴマギ 種子植物（樹木） 高 - ⅠB類 少 5 9 有 ― ○ 移植の実験、移植、播種・挿し木による増殖 ― 

9 ヒルムシロ科 フトヒルムシロ 種子植物（多年草） 低 - 準絶 少 2 20 有 ○ ― 移植 ― 

10 

ホシクサ科 ホシクサ 種子植物（一年草） 低 - 準絶 少 2 31 有 ― ○ 

（同属のシラタマ

ホシクサの知見） 

播種、表土蒔きだし ○ 

11 イネ科 タツノヒゲ 種子植物（多年草） 高 - Ⅱ類 少 1 1 無 ― ― 移植の実験、移植、播種による増殖 ○ 

12  イヌアワ 種子植物（多年草） 高 - ⅠA類 少 2 50 無 ― ― 移植の実験、移植、播種による増殖 ○ 

13 

サトイモ科 ユキモチソウ 種子植物（多年草） 高 Ⅱ類 Ⅱ類 多 7 27 有 ○ 

（同属のハリマ

マムシグサの事

例） 

○ 移植 ― 

14 

 ウラシマソウ 種子植物（多年草） 高 - ⅠB類 少 3 3 有 ○ 

（同属のハリマ

マムシグサの事

例） 

○ 移植の実験、移植、播種・株分けによる増殖 ― 

15 ラン科 ナツエビネ 種子植物（多年草） 高 Ⅱ類 ⅠB類 少 3 9 有 ○ ○ 移植の実験、移植、播種・株分けによる増殖 ― 

16 

 キンラン 種子植物（多年草） 高 Ⅱ類 Ⅱ類 少 4 6 有 ○ 

（ただし、成功

率が低い） 

○ 移植の実験、移植 

※移植の事例はあるが、他種と比較すると不確実性が高いと考えられる

ため、移植の実験を実施する。（播種は不確実性が高いため実施しない） 

○ 

17 

 マヤラン 種子植物（多年草） 高 ⅠB類 不足 少 1 1 有 ○ 

（増殖の事例） 

― 移植の実験、移植、播種による増殖 

※増殖の事例はあるが、他種と比較すると不確実性が高いと考えられる

ため、移植の実験、播種による増殖を実施する。 

― 

18 
 クマガイソウ 種子植物（多年草） 高 Ⅱ類 Ⅱ類 少 1 2 有 ○ ― 移植の実験、移植、株分けによる増殖 

（播種は現時点では手法が確立されていないため実施しない） 

― 

19  ムヨウラン 種子植物（多年草） 高 - Ⅱ類 多 32 247 無 ― ― 移植の実験、移植、播種等による増殖 

  ウスギムヨウラン 種子植物（多年草） 高 準絶 ⅠB類        

○ 

20 
ハイヒモゴケ

科 

ミズスギモドキ 蘚苔類 高 - Ⅰ類 少 1 ― 無 ― ― 移植の実験、基盤となる岩の移植 ○ 

21 クサリゴケ科 カビゴケ 蘚苔類 高 Ⅰ類 Ⅰ類 多 6 ― 無 ― ― 移植の実験、基盤となる樹木の移植 ○ 
1.地域における重要性 
環境庁 RDB：改訂・日本の絶滅のおそれのある野生生物―レッドデータブック―（植物Ⅰ・Ⅱ）（環境庁 平成 12年） 
ⅠA類 ：絶滅危惧ⅠA類（絶滅の危機に瀕している種。ごく近い将来における野生での絶滅の危険性が極めて高いもの） 
ⅠB類 ：絶滅危惧ⅠB類（絶滅の危機に瀕している種。ⅠA類ほどではないが、近い将来における野生での絶滅の危険性が高いもの） 
Ⅱ類 ：絶滅危惧Ⅱ類（絶滅の危険が増大している種） 
準絶 ：準絶滅危惧（存続基盤が脆弱な種） 
愛媛県 RDB：愛媛県レッドデータブック―愛媛県の絶滅のおそれのある野生生物―（愛媛県 平成 15年 3月） 
ⅠA類 ：絶滅危惧ⅠA類（絶滅の危機に瀕している種。ごく近い将来における野生での絶滅の危険性が極めて高いもの） 
ⅠB類 ：絶滅危惧ⅠB類(絶滅の危機に瀕している種。ⅠA類ほどではないが、近い将来における野生での絶滅の危険性が高いもの) 
Ⅱ類 ：絶滅危惧Ⅱ類（絶滅の危険が増大している種） 
準絶 ：準絶滅危惧（存続基盤が脆弱な種） 
不足 ：情報不足(評価するだけの情報が不足している種) 
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3. 具体的な移植計画 

3.1 工事時期と移植時期の考え方 

工事時期と移植時期の基本的な考え方として、図 3.1-1(1)に、移植実験を

実施しない場合を示す。 

移植実験を実施しない場合は、原則として、 

①工事 3年度前に委員による事前調査（生育状況の確認）を実施する。 

②工事 2年度前に工事区域の現地調査（生育状況・移植適地の現地選定）

を実施する。 

③工事前年度に本移植を実施する。 

④工事後に管理とモニタリングを実施する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

H20年度改変
される個体

H21年度改変
される個体

H22年度改変
される個体

現地調査

本移植

（工事開始）
管理モニタリング

現地調査

本移植

移植対象種
の生育位置

H19年度

本移植
現地調査

H20年度
（工事開始）
管理モニタリン

グ

（工事開始）
管理モニタリング

H21年度

H22年度

現地調査

本移植

（工事開始）
管理モニタリング

H23年度

必要に応じて
生育環境調査
または

モニタリング
調査

H23年度改変
される個体

改変されない
個体

工事時期と移植時期の関係（移植実験を実施しない場合）

事前調査

事前調査

 
 

工事時期と移植時期の基本的な考え方として、図 3.1-1(2)に、移植実験等

を実施する場合を示す。 

移植実験等を実施する場合は、原則として、 

①工事 3年度前に委員による事前調査（生育状況の確認）を実施する。 

②工事 2年度前に工事区域の現地調査（生育状況・移植適地の現地選定）

を実施する。 

③工事前年度に移植実験・増殖を実施する。 

④移植実験、増殖等の成果が出た段階で、本移植を実施する。 

 →なお、成果が出る時期に応じて本移植の時期を設定する。 

⑤工事後に管理とモニタリングを実施する。 

なお、原則として移植対象種であっても、改変されない個体は、調査やモ

ニタリングの対象としないが、改変される個体の移植のための基礎資料取得

のために、必要に応じて、生育環境調査やモニタリング調査を実施するもの

とする。 

なお、直近の工事計画としては、工事用道路の建設により平成 20年度に移

植対象種の最初の改変が想定される。平成 20年度調査の場合、2年度前の現

地調査が現実的に困難であることから、この場合に限って工事前年度に現地

調査と本移植を実施するものとする。（該当する種については、平成 18年度

中に移植計画を立案する） 

H20年度改変
される個体

H21年度改変
される個体

H22年度改変
される個体

現地調査

移植実験（仮移植）・増殖 現地調査

移植対象種
の生育位置

H19年度

移植実験等
現地調査

H20年度

H21年度

H22年度

現地調査

（工事開始）
管理モニタリング

H23年度

必要に応じて
生育環境調査
または

モニタリング
調査

H23年度改変
される個体

改変されない
個体

工事時期と移植時期の関係（移植実験等を実施する場合）

本移植※

移植実験（仮移植）・増殖

※仮移植・実験結果により本移植の時期は前後する

工事による
改変時期

事前調査

現地調査

 
 
図 3.1-1(2) 工事時期と移植時期の関係（移植実験等を実施する場合） 

図 3.1 -1(1) 工事時期と移植時期の関係（移植実験等を実施しない場合） 

事前調査 
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3.2 全体スケジュール 

本年度においては、着工時期が近づいている種を優先して検討を行った。 

平成 19年度以降は本年度の検討結果を踏まえ、保全措置に関する基本的な

実施方針（マスタープラン）を策定する必要がある。 

保全対象種全種の全体スケジュールを表 3.2-1に示す。 

 

表 3.2-1 全体ス ケジュー ル（1/3） 
年 度  19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 

工 事 工 程  

            

生 育 状 況 及 び  
生 育 環 境 調 査  

            ヒ
メ
ウ
ラ
ジ
ロ 

移 植 作 業 等  
            

生 育 状 況 及 び  
生 育 環 境 調 査  

            メ
ヤ
ブ
ソ
テ
ツ 

移 植 作 業 等  
            

 
生 育 状 況 及 び  
生 育 環 境 調 査  

            

コ
バ
ノ
チ
ョ
ウ 

セ
ン
エ
ノ
キ 移 植 作 業 等  

            

生 育 状 況 及 び  
生 育 環 境 調 査  

            

移 植 実 験  
            ア

カ
ソ 

移 植 作 業 等  
            

生 育 状 況 及 び  
生 育 環 境 調 査  

            

移 植 実 験  
            

ミ
ヤ
マ
ミ
ズ 

移 植 作 業 等  
            

生 育 状 況 及 び  
生 育 環 境 調 査  

            

移 植 実 験  
            

ス
ズ
サ
イ
コ 

移 植 作 業 等  
            

生 育 状 況 及 び  
生 育 環 境 調 査  

            

移 植 実 験  
            

コ
シ
ロ
ネ 

移 植 作 業 等  
            

生 育 状 況 及 び  

生 育 環 境 調 査  

            

移 植 実 験  

            ゴ
マ
ギ 

移 植 作 業 等  

            

    対象種が直接改変により影響を受ける工事計画の開始年度  
 対象種が直接改変以外の影響を受ける可能性のある工事計画の開始年度 

工事用道路等 

（事前調査） 

（事前調査） 

（事前調査） 

（事前調査） 

（事前調査） 

（事前調査） 

（事前調査） 

（事前調査） 

ダム堤体 試験湛水 

原石の採取 

施工設備 

建設発生土処理場 

付替道路 

（事前調査） 

（事前調査） 

（事前調査） （事前調査） 
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表 3.2-1 全体ス ケジュー ル（2/3） 
年 度  19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 

工 事 工 程  

            

生 育 状 況 及 び  
生 育 環 境 調 査  

            フ
ト
ヒ
ル
ム
シ

ロ 

移 植 作 業 等  
            

生 育 状 況 及 び  
生 育 環 境 調 査  

            
ホ
シ
ク
サ 播 種 作 業 等  

            

生 育 状 況 及 び  
生 育 環 境 調 査  

            

移 植 実 験  
            

タ
ツ
ノ
ヒ
ゲ 

移 植 作 業 等  
            

生 育 状 況 及 び  
生 育 環 境 調 査  

            

移 植 実 験  
            

イ
ヌ
ア
ワ 

移 植 作 業 等  
            

生 育 状 況 及 び  
生 育 環 境 調 査  

            ユ
キ
モ
チ
ソ
ウ 

移 植 作 業 等  
            

生 育 状 況 及 び  
生 育 環 境 調 査  

            

移 植 実 験  
            

ウ
ラ
シ
マ
ソ
ウ 

移 植 作 業 等  
            

生 育 状 況 及 び  

生 育 環 境 調 査  

            

移 植 実 験  
            

ナ
ツ
エ
ビ
ネ 

移 植 作 業 等  
            

生 育 状 況 及 び  
生 育 環 境 調 査  

            

移 植 実 験  
            

キ
ン
ラ
ン 

移 植 作 業 等  
            

    対象種が直接改変により影響を受ける工事計画の開始年度  
 対象種が直接改変以外の影響を受ける可能性のある工事計画の開始年度 

 

表 3.2-1 全体ス ケジュー ル（3/3） 
年 度  19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 

工 事 工 程  

            

マ
ヤ
ラ
ン 

生 育 状 況 及 び  
生 育 環 境 調 査  

            

生 育 状 況 及 び  
生 育 環 境 調 査  

            

移 植 実 験              

ク
マ
ガ
イ
ソ
ウ 移 植 作 業 等              

生 育 状 況 及 び  
生 育 環 境 調 査  

            

移 植 実 験  

            

ム
ヨ
ウ
ラ
ン
属
の
一
種 

移 植 作 業 等  

            

生 育 状 況 及 び  
生 育 環 境 調 査  

            

移 植 実 験  
            

ミ
ズ
ス
ギ
モ
ド
キ 移 植 作 業 等  

            

生 育 状 況 及 び  
生 育 環 境 調 査  

            

移 植 実 験  

            カ
ビ
ゴ
ケ 

移 植 作 業 等  

            

    対象種が直接改変により影響を受ける工事計画の開始年度  
 対象種が直接改変以外の影響を受ける可能性のある工事計画の開始年度 

 

（事前調査） 

（事前調査） 

（事前調査） 

（事前調査） 

（事前調査） 

（事前調査） 

（事前調査） 

（事前調査） 

（事前調査） 

（事前調査） 

（事前調査） 

工事用道路等 

ダム堤体 試験湛水 

原石の採取 

施工設備 

建設発生土処理場 

付替道路 

工事用道路等 

ダム堤体 試験湛水 

原石の採取 

施工設備 

建設発生土処理場 

付替道路 

（事前調査） 

個体監視調査 

（事前調査） 

（事前調査） 

個体監視調査 

個体監視調査 

（事前調査） 

（事前調査） 

（事前調査） 
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3.3 当面（平成 19年度～20年度）の移植計画対象種 

 

 

 山鳥坂ダムは、現在環境影響評価の手続き中である。本検討は、環境影

響評価の手続きが平成 19年度に終了し、かつ用地等の条件が整い、工事に

着手した場合を仮定した上で、当面の移植計画を検討する。 

 

 

 

平成 19年度に改変される工事区域及びその周辺に移植対象種はない。平成

20年度においては、直接改変により影響をうけるアカソ、スズサイコ、コシ

ロネ、ホシクサの 4種、直接改変以外の影響を受ける可能性のあるゴマギ、

ムヨウラン属の一種の 2種、計 6種が移植対象種となる。 

なお、ゴマギについては ､直 接改変は受けず、直接改変以外の影響はないと

考えられるが、改変区域の 周辺に生育 していることから、万一の 事を考え、

あらかじめ具体的な移植計画の検討を行う対象種とする。 

これら 6種について、詳細な移植計画を立案する。 

 

表 3.3-1 当面（ 平成 19年度～20年度）の移植 計画対象 種 

分 類 群  科  名  種  名  

直接改変に 

よる影響 

直接改変以外に

よる影響 

(改変区域周辺

の環境の変化) 

1 イ ラ ク サ 科  ア カ ソ  ○   

2 ガ ガ イ モ 科  ス ズ サ イ コ  ○  

3 シ ソ 科  コ シ ロ ネ  ○  

4 
ス イ カ ズ ラ

科  

ゴ マ ギ   △  

5 ホ シ ク サ 科  ホ シ ク サ  ○   

6 

種 子 植

物 ・シ ダ 植

物  

ラ ン 科  ム ヨ ウ ラ ン 属 の 一 種   ○  

 

 

3.4 移植計画検討結果 

3.4.1 アカソ 

調査結果及び保全措置検討結果を資料集 P4-1～5に示す。 

(1) 生態特性 

アカソは、山野のやや湿った所に生育する多年草である。花期は、7月

～9月である。愛媛県では、林縁等にまれに群生するが、生育地は少ない 。 

 

(2) 移植手法の検討 

1) 保全目標 

アカソは、種子植物（多年草）であることから、移植や播種により活

着し、移植実施 5年後に生育が維持され、個体数が維持されるか、移植

個体または新たな生育個体の開花、結実、実生等により世代交代が行わ

れたと確認されることを保全目標とする。 

地点数、個体数の生存率の目標としては、移植地点、個体が維持され

ることを基本とするが、最低でも、ダム事業により、予測地域全体で個

体群が失われることがなく、地点数及び個体数が大きく減少しない生存

率となることを目標とする。具体的な地点数及び個体数の保全目標につ

いては、移植実験の結果を踏まえ、設定する。 

 

2) 移植実験及び増殖の対象選定 

アカソについては、4地点で 4個体が確認されている。確認地点が 4

地点であり、少ないことから、移植実験及び増殖（播種）の対象とする。 

 

3) 移植適地の選定（机上選定） 

アカソは、山野のやや湿った場所を好み、周辺植生がスギ植林等を好

むことから、アカソの移植適地要素として、以下の条件を選定した。 

事業実施区域から 500ｍの区域内を 50mメッシュに区切り、以下の条

件により選定した移植適地を資料集 P4-5に示す。 

なお、机上選定された候補地について、日当り、土壌及び土湿につい

ては、今回の机上選定では検討が難しいことから、平成 19年度の移植

適地環境調査（現地調査）にて検討することとする。 
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表 3.4-1 アカソ 移植適地 要因の選 定  

要 素  生 育 地 の 条 件  移 植 適 地 の 選 定 条 件  

（ 机 上 選 定 の 条 件 ）  

生 育 環 境  山 野 の や や 湿 っ た 場 所  河 川 沿 い （ 河 辺 川 及 び 支 川 ）  

植 生  ス ギ 植 林  ス ギ 植 林  

日 当 り  日 当 り の 弱 い 場 所  移 植 適 地 環 境 調 査（ 現 地 調 査 ）に て

検 討  

地 質  地 質 に つ い て の 情 報 は な

い 。  

―  

土 壌  土 壌 に つ い て の 情 報 は な

い 。  

―  

土 湿  や や 湿 っ た 場 所  移 植 適 地 環 境 調 査（ 現 地 調 査 ）に て

検 討  

 

4) スケジュール 

アカソは、花期の 7月～9月が確認しやすい時期である。また、結実

期の文献はないが、花期の後の 8月～10月頃と推定され、増殖用の種

子採取が可能な時期である。これらのことから、7月～10月に現地調査

を実施して、生育状況を把握する。同時に生育環境の把握及び種子採取

を行う。 

播種による増殖は、種子採取後の平成 19年 8月頃からを想定してい

る。種子採取後、移植実験を実施する。移植実験については、平成 19

年 10月頃から実施するものとする。 

本移植は平成 20年 10月頃からを想定しているが、移植実験の結果を

踏まえ、選定する。 

 

表 3.4-2 アカソ  短期移 植スケジ ュ ール 

項　目 4 5 6 7 8 9 101112 1 2 3 4 5 6 7 8 9 101112 1 2 3

事前調査、
生育状況、生育環境調査

移植適地環境調査

播種による増殖

移植実験

本移植実施

管理・モニタリング

H19 H20

 
   実 施 時 期    実 施 予 定 時 期 （ 移 植 実 験 の 結 果 を 踏 ま え 選 定 ）  

 

5) 移植手法 

アカソの移植手順を以下に示す。以下の手法により、移植実験及び本

移植を実施する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3.4-1 アカソ 移植手順 

 

6) 増殖手法 

① 播種 

アカソの結実時期は不明であるが、花期の後の 8～10月頃と推定さ

れる。現地調査において、結実個体が確認された場合には、種子を採

取し、以下の手法により播種を実施する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3.4-2 アカソ 播種手順 

①堀取り 
掘取 りで は 移植 個体 の 根を 傷め な いよ う、 また 株 周辺 の土
壌をなるべく乱さないように、土壌は幅 30cm程度、根を傷め
ない深さを同時に掘取る。 

②運搬 
掘取り場所から移植先まで運搬する。運搬の際には乾燥や、
採取した土が崩れないよう留意する。 

③移植 
移植 予定 場 所に 移植 用 の穴 を掘 り 、移 植個 体を 、 土壌 を崩
さないように置き、周囲の土を埋め戻し、土壌を馴染ませる。 

④養生管理 

移植 後に た っぷ りと 水 を掛 ける と とも に、 周囲 に 落ち 葉等

を薄く敷き、水の蒸発を緩和する。 

①種子の採取 
果実が熟す直前に採取する。乾燥させないよう留意する。 

②播種 
原則 とし て すぐ に播 種 床に 播種 す る。 必要 に応 じ て、 物理
的化学的処理による前処理を行う。播 種床は、保水性のある
用土を用い、土壌 pHを中性に調整しておく。 

③共同培養床での育苗 
発芽 苗の 生 存率 を高 く する ため に 、大 きさ が同 じ 苗を 共同
培養床に移植する。 

④最終定着床での育苗 

移植 先の 環 境に 合せ た 用土 構成 と した 最終 定着 床 に移 植す

る。 
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7) 移植実験・増殖の実施 

「5)移植手法」及び「6)増殖手法」に従い、移植実験・増殖を実施す

る。移植実験及び増殖は、実験用の圃場を設置し、実施する。 

播種による増殖は、平成 19年 8月～平成 20年 9月とする。移植実験

は、平成 19年 10月～平成 20年 9月とする。ただし、移植実験の結果

によっては、平成 20年 10月以降も実施する。 

 

8) 維持管理計画 

移植実施後の維持管理計画として、潅水及び除草、モニタリング調査

を実施する。 

管理及びモニタリングは、保全目標で設定した 5年間実施する。実施

項目、内容については今後検討する。 

 

(3) 平成 19年度計画 

1) 生育状況現地調査 

アカソの現時点における生育状況を把握するために、過去の生育地点

を中心に現地調査を実施する。 

 

① 調査地域 

基本的に既往調査による確認地点及び平成 19年～20年の改変区域

及びその周辺 50mの区域を調査地域とする。ただし、2)移植適地環境

調査地域である河川沿いも調査を実施する。 

 

② 調査時期 

アカソの花期及び結実期（7～10月）に行う。 

 

③ 調査手法 

踏査により実施し、表 3.4-3に示す項目について記録する。また、

結実期は播種による増殖用の種子採取を行う。 

表 3.4-3 生育状 況調査項 目 

№  項 目  内 容  

1 生 育 位 置  詳 細 な 生 育 位 置 を 図 面 に 記 録 す る 。  

2 生 育 個 体 数  生 育 個 体 数 を 数 値 に よ り 記 録 す る 。  

3 生 育 個 体 の 大 き さ  生 育 個 体 の 高 さ 等 を 測 定 す る 。  

4 開 花 、 結 実 の 状 況  開 花 、 結 実 が 確 認 さ れ た 場 合 に は 記 録 す る 。  

5 根 張 り の 状 況  根 張 り （ 根 の 広 が り ） を 測 定 す る 。  

6 地 形  生 育 地 の 地 形 の 状 況 、傾 斜 角 度 、傾 斜 方 向 に つ い

て 記 録 す る 。  

7 土 壌 の 種 類 、厚 さ 、湿

度  

生 育 地 の 土 壌 の 種 類 、腐 植 土 層 や 土 壌 の 厚 さ 、土

壌 の 湿 度 に つ い て 記 録 す る 。  

8 日 照 条 件  生 育 地 点 の 日 照 条 件 に つ い て 、照 度 計 等 を 用 い て

測 定 す る 。  

9 開 空 率  生 育 地 点 の 樹 林 の 上 層 木 の 量 と 林 内 の 光 環 境 の

関 係 を 把 握 す る た め 上 空 を 写 真 撮 影 す る と と も

に 、 開 空 率 を 記 録 す る 。  

10 周 辺 植 生  生 育 地 点 の 周 辺 の 植 生 に つ い て 、 記 録 す る 。  

11 生 育 状 況（ 見 取 図 、断

面 模 式 図 ）  

生 育 地 点 及 び 生 育 分 布 状 況 に つ い て 、 平 面 見 取

図 、 植 生 断 面 図 を 記 録 す る 。  

12 写 真 撮 影  生 育 個 体 の 同 定 根 拠 と な る 形 質 、 生 育 地 点 の 遠

景 、 近 景 に つ い て 撮 影 す る 。  

 

 

2) 移植適地環境調査（現地選定） 

アカソの移植先を選定するために、机上選定した移植適地の日当り、

土壌、土湿等の微環境を把握するための環境調査を行う。 

 

① 調査地域 

(2) 3)移植適地の選定（机上選定）で選定した移植適地を調査地域

とする。 

 

② 調査時期 

生育状況調査と同時の 7～10月に行う。 

 

③ 調査手法 

踏査により実施し、表 3.4-4に示す項目について記録する。 
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表 3.4-4 移植適 地（現地 選定）調 査 項目 

№  項 目  内 容  

1 地 形  移 植 候 補 地 の 地 形 の 状 況 、 傾 斜 角 度 、 傾 斜 方 向 に つ い て 記

録 す る 。  

2 土 壌 の 種 類 、厚 さ 、

湿 度  

移 植 候 補 地 の 土 壌 の 種 類 、 腐 植 土 層 や 土 壌 の 厚 さ 、 土 壌 の

湿 度 に つ い て 記 録 す る 。  

3 日 照 条 件  移 植 候 補 地 の 日 照 条 件 に つ い て 、 照 度 計 等 を 用 い て 測 定 す

る 。  

4 開 空 率  移 植 候 補 地 の 樹 林 の 上 層 木 の 量 と 林 内 の 光 環 境 の 関 係 を 把

握 す る た め 開 空 率 を 記 録 す る 。  

5 周 辺 植 生  移 植 候 補 地 の 周 辺 の 植 生 に つ い て 、 記 録 す る 。  

6 平 面 図 、 断 面 模 式

図 の 作 成  

移 植 候 補 地 に つ い て 、 平 面 図 、 植 生 断 面 図 を 記 録 す る 。  

7 写 真 撮 影  移 植 候 補 地 の 近 景 、 中 景 、 遠 景 を 撮 影 す る 。  

 

(4) 移植実験・増殖の実施 

移植実験及び増殖について、(2)移植手法の検討で設定した手法に従い

実施する。 
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3.4.2 スズサイコ 

調査結果及び保全措置検討結果を資料集 P6-1～5に示す。 

 

(1) 生態特性 

スズサイコは、丘陵地や畦畔地等の日当たりの良いやや乾いた草地に生

育する多年草である。花期は、7月～8月である。 

 

(2) 移植手法の検討 

1) 保全目標 

スズサイコは、種子植物（多年草）であることから、移植や播種によ

り活着し、移植実施 5年後に生育が維持され、個体数が維持されるか、

移植個体または新たな生育個体の開花、結実、実生等により世代交代が

行われたと確認されることを保全目標とする。 

地点数、個体数の生存率の目標としては、移植地点、個体が維持され

ることを基本とするが、最低でも、ダム事業により、予測地域全体で個

体群が失われることがなく、地点数及び個体数が大きく減少しない生存

率となることを目標とする。具体的な地点数及び個体数の保全目標につ

いては、移植実験の結果を踏まえ、設定する。 

 

2) 移植実験及び増殖の対象選定 

スズサイコについては、1地点で 5個体が確認されている。確認地点

が 1地点であり、少ないことから、移植実験及び増殖（播種）の対象と

する。 

 

3) 移植適地の選定（机上選定） 

スズサイコは、日当りの良いやや乾いた場所を好み、周辺植生がスス

キ草原等の草地を好むことから、スズサイコの移植適地要素として、以

下の条件を選定した。 

事業実施区域から 500ｍの区域内を 50mメッシュに区切り、以下の条

件により選定した移植適地を資料集 P6-5に示す。 

なお、机上選定された候補地について、日当り及び土湿については、

今回の机上選定では検討が難しいことから、平成 19年度の移植適地環

境調査（現地調査）にて検討することとする。 

 

表 3.4-5 スズサ イコ移植 適地要因 の 選定 

要 素  生 育 地 の 条 件  移 植 適 地 の 選 定 条 件  

（ 机 上 選 定 の 条 件 ）  

生 育 環 境  日 当 り の 良 い や や 乾 い た

場 所  

移 植 適 地 環 境 調 査（ 現 地 調 査 ）に て

検 討  

植 生  ス ス キ 草 原 等 の 草 地  ク ズ － ス ス キ 草 地  

日 当 り  日 当 た り の 良 い 場 所  移 植 適 地 環 境 調 査（ 現 地 調 査 ）に て

検 討  

地 質  地 質 に つ い て の 情 報 は な

い 。  

―  

土 壌  土 壌 に つ い て の 情 報 は な

い 。  

―  

土 湿  や や 乾 い た 場 所  移 植 適 地 環 境 調 査（ 現 地 調 査 ）に て

検 討  

 

4) スケジュール 

スズサイコは、花期の 7月～8月が確認しやすい時期である。また、

結実期の文献はないが、花期の後の 7月～9月頃と推定され、増殖用の

種子採取が可能な時期である。これらのことから、7月～9月に現地調

査を実施して、生育状況を把握する。同時に生育環境の把握及び種子採

取を行う。 

播種による増殖は、種子採取後の平成 19年 7月頃からを想定してい

る。種子採取後、移植実験を実施する。移植実験については、平成 19

年 10月頃から実施するものとする。 

本移植は平成 20年 10月頃からを想定しているが、移植実験の結果を

踏まえ、選定する。 

 

表 3.4-6 スズサ イコ 短 期移植ス ケ ジュール 

項　目 4 5 6 7 8 9 101112 1 2 3 4 5 6 7 8 9 101112 1 2 3

事前調査、
生育状況、生育環境調査

移植適地環境調査

播種による増殖

移植実験

本移植実施

管理・モニタリング

H19 H20

 
   実 施 時 期    実 施 予 定 時 期 （ 移 植 実 験 の 結 果 を 踏 ま え 選 定 ）  
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5) 移植手法 

スズサイコの移植手順を以下に示す。以下の手法により、移植実験及

び本移植を実施する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3.4-3 スズサ イコ移植 手順 

6) 増殖手法 

① 播種 

スズサイコの結実時期は不明であるが、花期の後の 7～9月頃と推

定される。現地調査において、結実個体が確認された場合には、種子

を採取し、以下の手法により播種を実施する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3.4-4 スズサ イコ播種 手順 

7) 移植実験・増殖の実施 

「5)移植手法」及び「6)増殖手法」に従い、移植実験・増殖を実施す

る。移植実験及び増殖は、実験用の圃場を設置し、実施する。 

播種による増殖は、平成 19年 7月～平成 20年 9月とする。移植実験

は、平成 19年 9月～平成 20年 9月とする。ただし、移植実験の結果に

よっては、平成 20年 10月以降も実施する。 

 

8) 維持管理計画 

移植実施後の維持管理計画として、潅水及び除草、モニタリング調査

を実施する。 

管理及びモニタリングは、保全目標で設定した 5年間実施する。実施

項目、内容については今後検討する。 

 

(3) 平成 19年度計画 

1) 生育状況現地調査 

スズサイコの現時点における生育状況を把握するために、過去の生育

地点を中心に現地調査を実施する。 

① 調査地域 

基本的に既往調査による確認地点及び平成 19年～20年の改変区域

及びその周辺 50mの区域を調査地域とする。ただし、2)移植適地環境

調査地域である河川沿いも調査を実施する。 

 

② 調査時期 

スズサイコの花期及び結実期（7～9月）に行う。 

 

③ 調査手法 

踏査により実施し、P10表 3.4-3に示す項目について記録する。ま

た、結実期は播種による増殖用の種子採取を行う。 

 

2) 移植適地環境調査（現地選定） 

スズサイコの移植先を選定するために、机上選定した移植適地の微環

境を把握するための環境調査を行う。 

 

① 調査地域 

(2) 3)移植適地の選定（机上選定）で選定した移植適地を調査地域

とする。 

 

 

 

①堀取り 
掘取 りで は 移植 個体 の 根を 傷め な いよ う、 また 株 周辺 の土
壌をなるべく乱さないように、土壌は幅 30cm程度、根を傷め
ない深さを同時に掘取る。 
 

②運搬 
掘取り場所から移植先まで運搬する。運搬の際には乾燥や、
採取した土が崩れないよう留意する。 

③移植 
移植 予定 場 所に 移植 用 の穴 を掘 り 、移 植個 体を 、 土壌 を崩
さないように置き、周囲の土を埋め戻し、土壌を馴染ませる。 

④養生管理 

移植 後に た っぷ りと 水 を掛 ける と とも に、 周囲 に 落ち 葉等

を薄く敷き、水の蒸発を緩和する。 

①種子の採取 
果実が熟す直前に採取する。乾燥させないよう留意する。 
種子の冠毛を除去する。 

②播種 
原則 とし て すぐ に播 種 床に 播種 す る。 必要 に応 じ て、 物理
的化学的処理による前処理を行う。播 種床は、保水性のある
用土を用い、土壌 pHを中性に調整しておく。 

③共同培養床での育苗 
発芽 苗の 生 存率 を高 く する ため に 、大 きさ が同 じ 苗を 共同
培養床に移植する。 

④最終定着床での育苗 

移植 先の 環 境に 合せ た 用土 構成 と した 最終 定着 床 に移 植す

る。 
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② 調査時期 

生育状況調査と同時の 7～9月に行う。 

③ 調査手法 

踏査により実施し、P11表 3.4-4に示す項目について記録する。 

 

(4) 移植実験・増殖の実施 

移植実験及び増殖について、(2)移植手法の検討で設定した手法に従い

実施する。 
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3.4.3 コシロネ 

調査結果及び保全措置検討結果を資料集 P7-1～5に示す。 

 

(1) 生態特性 

コシロネは、湿地に生育する多年草である。花期は、8月～9月である。 

 

(2) 移植手法の検討 

1) 保全目標 

コシロネは、種子植物（多年草）であることから、移植や播種により

活着し、移植実施 5年後に生育が維持され、個体数が維持されるか、移

植個体または新たな生育個体の開花、結実、実生等により世代交代が行

われたと確認されることを保全目標とする。 

地点数、個体数の生存率の目標としては、移植地点、個体が維持され

ることを基本とするが、最低でも、ダム事業により、予測地域全体で個

体群が失われることがなく、地点数及び個体数が大きく減少しない生存

率となることを目標とする。具体的な地点数及び個体数の保全目標につ

いては、移植実験の結果を踏まえ、設定する。 

 

2) 移植実験及び増殖の対象選定 

コシロネについては、2地点で 11個体が確認されている。確認地点が

2地点であり、確認地点数が少ないことから、移植実験及び増殖（播種）

の対象とする。 

 

3) 移植適地の選定（机上選定） 

コシロネは、湿地を好むことから、コシロネの移植適地要素として、

以下の条件を選定した。 

事業実施区域から 500ｍの区域内を 50mメッシュに区切り、以下の条

件により選定した移植適地を資料編 P7-5に示す。 

なお、机上選定された候補地について、日当り及び土湿については、

今回の机上選定では検討が難しいことから、平成 19年度の移植適地環

境調査（現地調査）にて検討することとする。 

表 3.4-7 コシロ ネ移植適 地要因の 選 定 

要 素  生 育 地 の 条 件  移 植 適 地 の 選 定 条 件  

（ 机 上 選 定 の 条 件 ）  

生 育 環 境  湿 地  水 田 、 溜 池 等 の 湿 地  

植 生  湿 地  水 田 、 溜 池 等 の 湿 地  

日 当 り  日 当 り の 良 い 場 所 移 植 適 地 環 境 調 査（ 現 地 調 査 ）に て

検 討 
地 質  地 質 に つ い て の 情 報 は な

い 。 
― 

土 壌  土 壌 に つ い て の 情 報 は な

い 。 
― 

土 湿  湿 っ た 場 所  移 植 適 地 環 境 調 査（ 現 地 調 査 ）に て

検 討  

 

4) スケジュール 

コシロネは、花期の 8月～9月が、確認しやすい時期である。また、

結実期の文献はないが、花期の後の 8月～10月頃と推定され、増殖用

の種子採取が可能な時期である。これらのことから、8月～10月に現地

調査を実施して、生育状況を把握する。同時に生育環境の把握及び種子

採取を行う。 

播種による増殖は、種子採取後の平成 19年 8月頃からを想定してい

る。種子採取後、移植実験を実施する。移植実験については、平成 19

年 10月頃から実施するものとする。 

本移植は平成 20年 10月頃からを想定しているが、移植実験の結果を

踏まえ、選定する。 

 

表 3.4-8 コシロ ネ 短期 移植スケ ジ ュール 

項　目 4 5 6 7 8 9 101112 1 2 3 4 5 6 7 8 9 101112 1 2 3

事前調査、
生育状況、生育環境調査

移植適地環境調査

播種による増殖

移植実験

本移植実施

管理・モニタリング

H19 H20

 
   実 施 時 期    実 施 予 定 時 期 （ 移 植 実 験 の 結 果 を 踏 ま え 選 定 ）  
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5) 移植手法 

コシロネの移植手順を以下に示す。以下の手法により、移植実験及び

本移植を実施する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3.4-5 コシロ ネ移植手 順 

6) 増殖手法 

① 播種 

コシロネの結実時期は不明であるが、花期の後の 8月～10月頃と推

定される。現地調査において、結実個体が確認された場合には、種子

を採取し、以下の手法により播種を実施する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3.4-6 コシロ ネ播種手 順 

7) 移植実験・増殖 

「5)移植手法」及び「6)増殖手法」に従い、移植実験・増殖を実施す

る。移植実験及び増殖は、実験用の圃場を設置し、実施する。 

播種による増殖は、平成 19年 8月～平成 20年 9月とする。移植実験

は、平成 19年 10月～平成 20年 9月とする。ただし、移植実験の結果

によっては、平成 20年 10月以降も実施する。 

 

8) 維持管理計画 

移植実施後の維持管理計画として、潅水及び除草、モニタリング調査

を実施する。 

管理及びモニタリングは、保全目標で設定した 5年間実施する。実施

項目、内容については今後検討する。 

 

(3) 平成 19年度計画 

1) 生育状況現地調査 

コシロネの現時点における生育状況を把握するために、過去の生育地

点を中心に現地調査を実施する。 

 

① 調査地域 

基本的に既往調査による確認地点及び平成 19年～20年の改変区域

及びその周辺 50mの区域を調査地域とする。ただし、2)移植適地環境

調査地域であるクズ－ススキ草地も調査を実施する。 

 

② 調査時期 

コシロネの花期及び結実期（8～10月）に行う。また、結実期は播

種による増殖用の種子採取を行う。 

 

③ 調査手法 

踏査により実施し、P10表 3.4-3に示す項目について記録する。 

 

2) 移植適地環境調査（現地選定） 

コシロネの移植先を選定するために、机上選定した移植適地の微環境

を把握するための環境調査を行う。 

 

① 調査地域 

(2) 3)移植適地の選定（机上選定）で選定した移植適地を調査地域

とする。 

 

 

①堀取り 
掘取 りで は 移植 個体 の 根を 傷め な いよ う、 また 株 周辺 の土
壌をなるべく乱さないように、土壌は幅 30cm程度、根を傷め
ない深さを同時に掘取る。 
 

②運搬 
掘取り場所から移植先まで運搬する。運搬の際には乾燥や、
採取した土が崩れないよう留意する。 

③移植 
移植 予定 場 所に 移植 用 の穴 を掘 り 、移 植個 体を 、 土壌 を崩
さないように置き、周囲の土を埋め戻し、土壌を馴染ませる。 

④養生管理 

移植 後に た っぷ りと 水 を掛 ける と とも に、 周囲 に 落ち 葉等

を薄く敷き、水の蒸発を緩和する。 

①種子の採取 
果実が熟す直前に採取する。乾燥させないよう留意する。 

②播種 
原則 とし て すぐ に播 種 床に 播種 す る。 必要 に応 じ て、 物理
的化学的処理による前処理を行う。播 種床は、保水性のある
用土を用い、土壌 pHを中性に調整しておく。 

③共同培養床での育苗 
発芽 苗の 生 存率 を高 く する ため に 、大 きさ が同 じ 苗を 共同
培養床に移植する。 

④最終定着床での育苗 

移植 先の 環 境に 合せ た 用土 構成 と した 最終 定着 床 に移 植す

る。 
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② 調査時期 

生育状況調査と同時の 8～10月に行う。 

 

③ 調査手法 

踏査により実施し、P11表 3.4-4に示す項目について記録する。 

 

(4) 移植実験・増殖の実施 

移植実験及び増殖について、(2)移植手法の検討で設定した手法に従い

実施する。 
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3.4.4 ゴマギ 

調査結果及び保全措置検討結果を資料集 P8-1～5に示す。 

 

(1) 生態特性 

ゴマギは、標高 50～1,300mの低地や丘陵地の落葉樹林に生育する落葉

高木である。花期は、4月下旬～6月中旬である。核果は、8月～9月に

紅熟し、のちに黒色となる。 

 

(2) 移植手法の検討 

1) 保全目標 

ゴマギは、種子植物（樹木）であることから、移植や挿し木により、

移植対象種が活着し、移植実施 5年後に生育が維持されるか、移植個体

の開花、結実が確認されることを保全目標とする。 

地点数、個体数の生存率の目標としては、移植地点、個体が維持され

ることを基本とするが、最低でも、ダム事業により、予測地域全体で個

体群が失われることがなく、地点数及び個体数が大きく減少しない生存

率となることを目標とする。具体的な地点数及び個体数の保全目標につ

いては、移植実験の結果を踏まえ、設定する。 

 

2) 移植実験及び増殖の対象選定 

ゴマギについては、5地点で 9個体が確認されている。確認地点が 5

地点であり、少ないことから、移植実験及び増殖（挿し木及び播種）の

対象とする。 

 

3) 移植適地の選定（机上選定） 

ゴマギは、谷筋や沢沿いの湿った場所を好み、周辺植生が落葉広葉樹

林、林縁、スギ植林の場所を好むこと、現地調査において常緑広葉樹林

下で確認されたから、ゴマギの移植適地要素として、以下の条件を選定

した。 

事業実施区域から 500ｍの区域内を 50mメッシュに区切り、以下の条

件により選定した移植適地を資料集 P8-5に示す。河川沿いは用地の問

題がないため ､比 較的用地の選定がしやすいと考えられる。 

なお、机上選定された候補地について、日当り及び土壌については、

今回の机上選定では検討が難しいことから、平成 19年度の移植適地環

境調査（現地調査）にて検討することとする。 

表 3.4-9 ゴマギ 移植適地 要因の選 定  

要 素  生 育 地 の 条 件  移 植 適 地 の 選 定 条 件  

（ 机 上 選 定 の 条 件 ）  

生 育 環 境  谷 筋 や 沢 沿 い の 湿 っ た 場

所  

河 川 沿 い （ 河 辺 川 及 び 支 川 ）  

植 生  落 葉 広 葉 樹 林 、 常 緑 広 葉

樹 林 、 ス ギ 植 林 、 林 縁 、  

落 葉 広 葉 樹 林 、常 緑 広 葉 樹 林 、ス ギ

植 林  

日 当 り  日 当 た り の 弱 い 場 所  移 植 適 地 環 境 調 査（ 現 地 調 査 ）に て

検 討  

地 質  地 質 に つ い て の 情 報 は な

い 。  

―  

土 壌  未 熟 土 （ 岩 ）  移 植 適 地 環 境 調 査（ 現 地 調 査 ）に て

検 討  

土 湿  適 度 に 湿 っ た 場 所 ～ 湿 っ

た 場 所  

河 川 か ら の 距 離 が 50m以 内 の 地 点  

 

4) スケジュール 

ゴマギは平成 19年度～20年度においては、工事実施区域から 50m以

内に生育しており、直接改変はされないが、平成 24年度に直接改変さ

れる予定である。よって、早期より移植実験及び増殖を実施することと

する。 

ゴマギは、花期の 4月下旬～6月中旬が確認しやすい時期である。ま

た、結実し、種子が熟す時期は 8月～10月頃と推定され、増殖用の種

子採取が可能な時期である。これらのことから、花期（4月下旬～6月

中旬）及び結実期（8月～10月）に現地調査を実施して、生育状況を把

握する。同時に生育環境の把握及び種子採取を行う。 

播種による増殖は、種子採取後の平成 19年 8月頃からを想定してい

る。種子採取後、移植実験を実施する。移植実験については、移植適期

となる平成 19年 10月頃から実施するものとする。 

根回し等の実験期間が長期となることから、本移植は平成 21年度以

降に実施する。 

 

表 3.4-10 ゴマギ 短 期移植ス ケジュ ール 

項　目 4 5 6 7 8 9 101112 1 2 3 4 5 6 7 8 9 101112 1 2 3

事前調査、
生育状況、生育環境調査

移植適地環境調査

挿し木・播種による増殖

移植実験

本移植実施

管理・モニタリング

H19 H20

 
   実 施 時 期   
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5) 移植手法 

ゴマギの移植手順を以下に示す。以下の手順により、移植実験及び本

移植を実施する。ゴマギは、樹木であることから、必要に応じて移植作

業の前に根回し作業を行う。ただし、詳細な生育状況がわかっている地

点では、岩隙に根をはっていたため、根回しや掘取りが難しい状況も想

定される。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3.4-7 ゴマギ移植手順 

6)  増殖手法 

① 挿し木 

一般に落葉樹では早春発芽前の、枝に養分の多いときに行う。挿し

木による移植では、木の枝の一部を切り取り、挿し床に挿し、不定芽

あるいは不定根の形成を促し、移植を行う。 

 

② 播種 

ゴマギの結実時期は、8月～10月頃と推定される。現地調査におい

て、結実個体が確認された場合には、種子を採取し、以下の手法によ

り播種を実施する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3.4-8 ゴマギ 播種手順 

 

7) 移植実験・増殖の実施 

「5)移植手法」及び「6)増殖手法」に従い、移植実験・増殖を実施す

る。移植実験及び増殖は、実験用の圃場を設置し、実施する。 

播種による増殖は、平成 19年 8月～平成 21年 3月とする。移植実験

は、平成 19年 10月～平成 21年 3月とする。ただし、移植実験の結果

によっては、平成 21年度以降も実施する。 

 

8) 維持管理計画 

移植実施後の維持管理計画として、潅水及び除草、モニタリング調査

を実施する。 

管理及びモニタリングは、保全目標で設定した 5年間実施する。実施

項目、内容については今後検討する。 

①根回し（必要に応じて実施） 
移植個体の生育状況に応じて、根回しを行う。大木の場合、
移植の 6ヶ月以上前に実施する。根回しを行う時期は新根の
発生する時期、すなわち春期萌芽前までに行うのが最もよく、
遅くとも秋までに行う必要がある。幼 木の場合は、土を多め
に採取することとし、根回しは行わない。 

②堀取り 
掘取り 2～3日前から、十分潅水を行い、土にある程度の湿
度を保たせ、土の分離・脱落を防止す る。掘取り作業・植付
けの支障とならないよう、下枝を縄で 締めくくる。次に鉢径
を定めて掘り取りにかかる。鉢径が決 定したら樹木の周囲を
掘り回し、根切り作業を行い、掘上な がら土が崩落しないよ
うに縄巻を行っていく。 

③運搬・搬入 
運搬 前に 、 根巻 きし た 直根 の切 り 直し 、幹 の縄 巻 、枝 下ろ
し、枝折りをし、積込、運搬の支障に ならないように準備す
る。運搬はクレーン等で吊り上げ、運 搬する。運搬された樹
木は、その日のうちに植付けを行うこ とが理想であるが、直
ちに植付けが行えない場合には、仮植 えや根に潅水をする等
し、保管する。 

④植穴掘り 
植穴は、植え込まれる鉢径の大きさの 2倍くらいの径がよ
く、深さは、根元直径の 4～6倍くらいが適当である。活着を
よくするために植付け前後に整枝選定を行う。 

⑤立込み・植付 
立込 みで は 、植 付け 時 の根 の深 さ 、根 の広 がり に 気を つけ
て植付ける。植穴の底に細かい土を広 げ、盛り上げた土に一
本ずつの根を良く広げて載せる。 

⑥埋戻し 

水極め法又は土極め法で埋戻しを行い、鉢を埋め込む。 

⑦養生管理 

施肥、潅水、蒸散抑制等の養生を行う。 

①種子の採取 
果実 が熟 す 直前 に採 取 する 。乾 燥 させ ない よう 留 意す る。
種子の果肉を除去する。 

②播種 
原則 とし て すぐ に播 種 床に 播種 す る。 必要 に応 じ て、 物理
的化学的処理による前処理を行う。播 種床は、保水性のある
用土を用い、土壌 pHを中性に調整しておく。 

③共同培養床での育苗 
発芽 苗の 生 存率 を高 く する ため に 、大 きさ が同 じ 苗を 共同
培養床に移植する。 

④最終定着床での育苗 

移植 先の 環 境に 合せ た 用土 構成 と した 最終 定着 床 に移 植す

る。 
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(3) 平成 19年度計画 

1) 生育状況現地調査 

ゴマギの現時点における生育状況を把握するために、過去の生育地点

を中心に現地調査を実施する。 

① 調査地域 

基本的に既往調査による確認地点及び平成 19年～20年の改変区域

及びその周辺 50mの区域を調査地域とする。ただし、2)移植適地環境

調査地域である河川沿いも調査を実施する。 

 

② 調査時期 

ゴマギの花期（4～6月）と結実期（8～10月）に行う。また、結実

期は播種による増殖用の種子採取を行う。早春発芽前（2月～3月）

に、増殖用の挿し穂の採取を行う。 

 

③ 調査手法 

踏査により実施し、表 3.4-11に示す項目について記録する。 

 

表 3.4-11 生育状況調 査手法 

№  項 目  内 容  

1 生 育 位 置  詳 細 な 生 育 位 置 を 図 面 に 記 録 す る 。  

2 生 育 個 体 数  生 育 個 体 数 を 数 値 に よ り 記 録 す る 。  

3 生 育 個 体 の 樹 高 、胸 高

直 径  

生 育 個 体 の 大 き さ を 把 握 し 、移 植 手 法 の 選 定 を す

る た め 、樹 高 、胸 高 直 径（ ま た は 根 際 直 径 ）を 測

定 す る 。  

4 開 花 、 結 実 の 状 況  開 花 、 結 実 が 確 認 さ れ た 場 合 に は 記 録 す る 。  

5 樹 木 の 活 力 度  樹 勢 等 の 生 育 状 況 に つ い て 記 録 す る 。  

6 根 張 り の 状 況  根 張 り （ 根 の 広 が り ） を 測 定 す る 。  

7 地 形  生 育 地 の 地 形 の 状 況 、傾 斜 角 度 、傾 斜 方 向 に つ い

て 記 録 す る 。  

8 水 面 か ら の 高 さ  生 育 地 点 の 冠 水 状 況 の 把 握 の た め 、水 面 か ら の 高

さ を 記 録 す る 。  

9 土 壌 の 種 類 、厚 さ 、湿

度  

生 育 地 の 土 壌 の 種 類 、腐 植 土 層 や 土 壌 の 厚 さ 、土

壌 の 湿 度 に つ い て 記 録 す る 。  

10 日 照 条 件  生 育 地 点 の 日 照 条 件 に つ い て 、照 度 計 等 を 用 い て

測 定 す る 。  

11 開 空 率  生 育 地 点 の 樹 林 の 上 層 木 の 量 と 林 内 の 光 環 境 の

関 係 を 把 握 す る た め 上 空 を 写 真 撮 影 す る と と も

に 、 開 空 率 を 記 録 す る 。  

12 周 辺 植 生  生 育 地 点 の 周 辺 の 植 生 に つ い て 、 記 録 す る 。  

13 生 育 状 況（ 見 取 図 、断

面 模 式 図 ）  

生 育 地 点 及 び 生 育 分 布 状 況 に つ い て 、平 面 見 取 図

図 、 植 生 断 面 図 を 記 録 す る 。  

14 写 真 撮 影  生 育 個 体 の 同 定 根 拠 と な る 形 質 、 生 育 地 点 の 遠

景 、 近 景 に つ い て 撮 影 す る 。  

 

 

2) 移植適地環境調査（現地選定） 

ゴマギの移植先を選定するために、机上選定した移植適地の微環境を

把握するための環境調査を行う。 

 

① 調査地域 

(2) 3)移植適地の選定（机上選定）で選定した移植適地を調査地域

とする。 

 

② 調査時期 

生育状況調査とほぼ同時の 4～7月に行う。 

 

③ 調査手法 

踏査により実施し、表 3.4-12に示す項目について記録する。 

 

表 3.4-12 移植適地（ 現地選定 ）調査 手法 

№  項 目  内 容  

1 地 形  移 植 候 補 地 の 状 況 を 地 形 図 に 詳 細 に 記 録 す る 。  

移 植 候 補 地 の 地 形 の 状 況 、傾 斜 角 度 、傾 斜 方 向 に

つ い て 記 録 す る 。  

2 水 面 か ら の 高 さ  移 植 候 補 地 の 冠 水 状 況 の 把 握 の た め 、水 面 か ら の

高 さ を 記 録 す る 。  

3 土 壌 の 種 類 、厚 さ 、湿

度  

移 植 候 補 地 の 土 壌 の 種 類 、 腐 植 土 層 や 土 壌 の 厚

さ 、 土 壌 の 湿 度 に つ い て 記 録 す る 。  

4 日 照 条 件  移 植 候 補 地 の 日 照 条 件 に つ い て 、照 度 計 等 を 用 い

て 測 定 す る 。  

5 開 空 率  移 植 候 補 地 の 樹 林 の 上 層 木 の 量 と 林 内 の 光 環 境

の 関 係 を 把 握 す る た め 開 空 率 を 記 録 す る 。  

6 周 辺 植 生  移 植 候 補 地 の 周 辺 の 植 生 に つ い て 、 記 録 す る 。  

7 平 面 図 、断 面 模 式 図 の

作 成  

移 植 候 補 地 に つ い て 、平 面 図 、植 生 断 面 図 を 記 録

す る 。  

8 写 真 撮 影  移 植 候 補 地 の 近 景 、 中 景 、 遠 景 を 撮 影 す る 。  

 

 

(4) 移植実験・増殖の実施 

移植実験及び増殖について、(2)移植手法の検討で設定した手法に従い

実施する。 
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3.4.5  ホシクサ 

調査結果及び保全措置検討結果を資料集 P10-1～6に示す。 

 

(1) 生態特性 

ホシクサは、水田や湿地等に生育する無茎の一年草で、主に山間の水田

に見られる。花期は 8月～9月である。 

 

(2) 移植手法の検討 

1) 保全目標 

ホシクサは、種子植物（一年草）であることから、播種により、生育

が維持され、新たな個体の開花、結実、実生等により世代交代行われた

と確認されること。 

地点数、個体数の生存率の目標としては、移植地点、個体が維持され

ることを基本とするが、最低でも、ダム事業により、予測地域全体で個

体群が失われることがなく、地点数及び個体数が大きく減少しない生存

率となることを目標とする。 

 

2) 播種実験及び増殖の対象選定 

ホシクサは、愛媛県レッドデータブックの準絶滅危惧種に該当する。

ホシクサの地域における重要性が低いことから、播種の実験及び増殖の

対象とはせず、播種及び表土蒔きだしを確実に実施するものとする。 

 

3) 播種適地の選定（机上選定） 

ホシクサは、水田や湿地を好むことから、ホシクサの播種適地要素と

して、以下の条件を選定した。 

事業実施区域から 500ｍの区域内を 50mメッシュに区切り、以下の条

件により選定した播種適地を資料集 P10-6に示す。 

なお、机上選定された候補地について、日当り及び土湿については、

今回の机上選定では検討が難しいことから、来年度の播種適地環境調査

（現地調査）にて検討することとする。 

表 3.4-13 ホシクサ播 種適地要 因の選 定 

要 素  生 育 地 の 条 件  移 植 適 地 の 選 定 条 件  

（ 机 上 選 定 の 条 件 ）  

生 育 環 境  水 田 や 湿 地 等  水 田 、 溜 池 等 の 湿 地  

植 生  水 田 や 湿 地 等  水 田 、 溜 池 等 の 湿 地  

日 当 り  日 当 た り の 良 い 場 所  播 種 適 地 環 境 調 査（ 現 地 調 査 ）に て

検 討  

地 質  特 に 必 要 と さ れ る 地 質 は

な い 。  

―  

土 壌  特 に 必 要 と さ れ る 土 壌 は

な い 。  

―  

土 湿  湿 っ た 場 所  播 種 適 地 環 境 調 査（ 現 地 調 査 ）に て

検 討  

水 質  弱 酸 性  播 種 適 地 環 境 調 査（ 現 地 調 査 ）に て

検 討  

 

4) スケジュール 

ホシクサは、花期の 8月～9月が確認しやすい時期である。また、結

実期の文献はないが、花期の後の 8月～10月頃と推定され、播種用の

種子採取が可能な時期である。これらのことから、8月～10月に現地調

査を実施して、生育状況を把握する。同時に生育環境及び種子採取を行

う。 

播種は、種子採取後、播種適期の平成 19年 10月頃からを想定してい

る。種子採取後、表土蒔きだしを実施する。表土蒔きだしについては、

平成 19年 11月頃から実施するものとする。 

管理・モニタリングについては、播種及び表土蒔きだし実施後の平成

19年 10月頃から実施する。 

 

表 3.4-14 ホシクサ 短期移植 スケジ ュール 

項　目 4 5 6 7 8 9 101112 1 2 3 4 5 6 7 8 9 101112 1 2 3

事前調査、
生育状況、生育環境調査

播種適地環境調査

播種

表土蒔きだし

管理・モニタリング

H19 H20

 
   実 施 時 期  
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5) 播種手法 

ホシクサの結実時期は、花期の後の 8月～9月頃である。現地調査に

おいて、結実個体が確認された場合には、種子を採取し、播種を実施す

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3.4-9 ホシク サ播種手 順 

6) 表土蒔きだし 

ホシクサの表土蒔きだしの手順を以下に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3.4-10 ホシクサ表 土蒔きだ し手順  

 

7) 維持管理計画 

移植実施後の維持管理計画として、潅水及び除草、モニタリング調査

を実施する。 

管理及びモニタリングは、保全目標で設定した、開花、結実、実生等

により世代交代が行われたと確認される時期まで実施する。実施項目、

内容については今後検討する。 

 

(3) 平成 19年度計画 

1) 生育状況現地調査 

ホシクサの現時点における生育状況を把握するために、過去の生育地

点を中心に現地調査を実施する。 

 

① 調査地域 

基本的に既往調査による確認地点及び平成 19年～20年の改変区域

及びその周辺 50mの区域を調査地域とする。ただし、2)移植適地環境

調査地域である水田、溜池等の湿地も調査を実施する。 

 

② 調査時期 

ホシクサの花期及び結実期（8～10月）に行う。また、結実期は播

種による播種用の種子採取を行う。 

③ 調査手法 

踏査により実施し、表 3.4-15に示す項目について記録する。 

表 3.4-15 生育状況調 査項目 

№  項 目  内 容  

1 生 育 位 置  詳 細 な 生 育 位 置 を 図 面 に 記 録 す る 。  

2 生 育 個 体 数  生 育 個 体 数 を 数 値 に よ り 記 録 す る 。  

3 生 育 個 体 の 大 き さ  生 育 個 体 の 高 さ 等 を 測 定 す る 。  

4 開 花 、 結 実 の 状 況  開 花 、 結 実 が 確 認 さ れ た 場 合 に は 記 録 す る 。  

5 根 張 り の 状 況  根 張 り （ 根 の 広 が り ） を 測 定 す る 。  

6 地 形  生 育 地 の 地 形 の 状 況 、傾 斜 角 度 、傾 斜 方 向 に つ い

て 記 録 す る 。  

7 土 壌 の 種 類 、厚 さ 、湿

度  

生 育 地 の 土 壌 の 種 類 、腐 植 土 層 や 土 壌 の 厚 さ 、土

壌 の 湿 度 に つ い て 記 録 す る 。  

8 水 質 、 水 位  生育地の水質(pH等)及び水位について記録する。 

9 日 照 条 件  生 育 地 点 の 日 照 条 件 に つ い て 、照 度 計 等 を 用 い て

測 定 す る 。  

10 開 空 率  生 育 地 点 の 樹 林 の 上 層 木 の 量 と 林 内 の 光 環 境 の

関 係 を 把 握 す る た め 上 空 を 写 真 撮 影 す る と と も

に 、 開 空 率 を 記 録 す る 。  

11 周 辺 植 生  生 育 地 点 の 周 辺 の 植 生 に つ い て 、 記 録 す る 。  

12 生 育 状 況（ 見 取 図 、断

面 模 式 図 ）  

生 育 地 点 及 び 生 育 分 布 状 況 に つ い て 、 平 面 見 取

図 、 植 生 断 面 図 を 記 録 す る 。  

13 写 真 撮 影  生 育 個 体 の 同 定 根 拠 と な る 形 質 、 生 育 地 点 の 遠

景 、 近 景 に つ い て 撮 影 す る 。  

①表土採取 
ホシクサの生育地点周辺の土壌を、表層 10cm程度を採取す
る。 

②運搬 
表土採取場所から蒔きだし実施場所まで運搬する。 

③表土蒔きだし 
蒔きだし実施場所に表土を 10cm厚さ程度に蒔きだし、土壌
を馴染ませる。 

④養生管理 

表土 蒔き だ し後 にた っ ぷり と水 を 掛け ると とも に 、周 囲に

落ち葉等を薄く敷き、水の蒸発を緩和する。 

①種子の採取 
果実が熟す直前に採取する。乾燥させないよう留意する。 

②播種 
原則 とし て すぐ に播 種 床に 播種 す る。 必要 に応 じ て、 物理
的化学的処理による前処理を行う。播 種床は、保水性のある
用土を用い、土壌 pHを中性に調整しておく。湿地を好むしゅ
であることから、土壌は過湿状態とする。 

③共同培養床での育苗 
発芽 苗の 生 存率 を高 く する ため に 、大 きさ が同 じ 苗を 共同
培養床に移植する。 

④最終定着床での育苗 

移植 先の 環 境に 合せ た 用土 構成 と した 最終 定着 床 に移 植す

る。 
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2) 播種適地環境調査（現地選定） 

ホシクサの播種先を選定するために、机上選定した播種適地の微環境

を把握するための環境調査を行う。 

 

① 調査地域 

(2) 3)播種適地の選定（机上選定）で選定した播種適地を調査地域

とする。 

 

② 調査時期 

生育状況調査と同時の 8～10月に行う。 

 

③ 調査手法 

踏査により実施し、表 3.4-16に示す項目について記録する。 

 

表 3.4-16 播種適地（ 現地選定 ）調査 項目 

№  項 目  内 容  

1 地 形  播 種 候 補 地 の 地 形 の 状 況 、 傾 斜 角 度 、 傾 斜 方 向 に つ い て 記

録 す る 。  

2 土 壌 の 種 類 、厚 さ 、

湿 度  

播 種 候 補 地 の 土 壌 の 種 類 、 腐 植 土 層 や 土 壌 の 厚 さ 、 土 壌 の

湿 度 に つ い て 記 録 す る 。  

3 水 質 、 水 位  生育地の水質(pH等)及び水位について記録する。 

4 日 照 条 件  播 種 候 補 地 の 日 照 条 件 に つ い て 、 照 度 計 等 を 用 い て 測 定 す

る 。  

5 開 空 率  播 種 候 補 地 の 樹 林 の 上 層 木 の 量 と 林 内 の 光 環 境 の 関 係 を 把

握 す る た め 開 空 率 を 記 録 す る 。  

6 周 辺 植 生  播 種 候 補 地 の 周 辺 の 植 生 に つ い て 、 記 録 す る 。  

7 平 面 図 、 断 面 模 式

図 の 作 成  

播 種 候 補 地 に つ い て 、 平 面 図 、 植 生 断 面 図 を 記 録 す る 。  

8 写 真 撮 影  播 種 候 補 地 の 近 景 、 中 景 、 遠 景 を 撮 影 す る 。  
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3.4.6 ムヨウラン属の一種 

調査結果及び保全措置検討結果を資料集 P19-1～8に示す。 

 

(1) 生態特性 

ムヨウランは、常緑広葉樹林下に生育する腐生植物である。花期は、6

月～7月である。 

ウスギムヨウランは、常緑広葉樹林下に生育する腐生植物である。花期

は、5月頃である。 

 

(2) 移植手法の検討 

1) 保全目標 

ムヨウラン属の一種は、種子植物（多年草）であることから、移植や

播種に より 移植 対象 種が活 着ま たは 新 たな個 体が 生育 し、 移植実 施 5

年後に生育が維持されるか、移植個体または新たな生育個体の開花、結

実、実生等により世代交代が行われたと確認されることを保全目標とす

る。 

地点数、個体数の生存率の目標としては、移植地点、個体が維持され

ることを基本とするが、最低でも、ダム事業により、予測地域全体で個

体群が失われることがなく、地点数及び個体数が大きく減少しない生存

率となることを目標とする。具体的な地点数及び個体数の保全目標につ

いては、移植実験の結果を踏まえ、設定する。 

 

2) 移植実験及び増殖の対象選定 

ムヨウランの一種については、32地点で 247個体の生育が確認されて

いる。確認地点数及び個体数は多いが、移植の知見がないことから、移

植実験及び増殖（生育基盤の移植、播種）の対象とする。 

 

3) 移植適地の選定（机上選定） 

ムヨウラン属の一種については、平成 18年度調査において多数地点

が確認されたことから、事業実施区域から 500ｍの区域内を 50mメッシ

ュに区切り、踏査したメッシュ（調査経路メッシュ）、ムヨウラン属が

確認されたメッシュ（確認地点メッシュ）及びムヨウラン属が確認され

なかったメッシュ（非確認メッシュ）について計上した。ムヨウラン属

の生育に必要な環境要因を明らかにし、今後の移植適地選定等のための

環境要因を明らかにするために、多変量解析の一種であるロジスティッ

ク回帰分析を試みた。その結果、以下の要因がムヨウラン属の一種の生

育要因となると考えられた。 

・傾斜角度は 30～40゚ が プラスに作用する。 

・傾斜方向は北～南西方向がプラスに作用する。 

・河川からの距離は、遠い方がプラスに作用する。 

・植生は、常緑広葉樹林、アカマツ林、スギ・ヒノキ植林、果樹園が

プラスに作用するが、その中でも特に常緑広葉樹林の有意性が高い。 

この結果から、生育確率の高いメッシュを選定した。 

ムヨウラン属の一種の移植適地を資料集 P19-8に示す。 

なお、移植適地要素のうち、日当り、土湿及び土壌については、今回

の机上調査では検討が難しいことから、机上選定された適地について、

平成 19年度の移植適地環境調査（現地調査）にて検討することとする。 

 

表 3.4-17 ムヨウラン 属の一種 移植適 地要因の選 定 

要 素  生 育 地 の 条 件  移 植 適 地 の 選 定 条 件  

（ 机 上 選 定 の 条 件 ）  

生 育 環 境  山 地 の 斜 面 、 常 緑 広 葉 樹

林 の 林 床  

傾 斜 角 度 30°～ 40°、傾 斜 方 向 北 ～

南 西 方 向  

植 生  ス ダ ジ イ 等 の 常 緑 広 葉 樹

林 等  

常 緑 広 葉 樹 林 、 ア カ マ ツ 林 、 ス ギ ・

ヒ ノ キ 植 林 、 果 樹 園  

日 当 り  日 当 た り の 弱 い ～ 悪 い 場

所  

移 植 適 地 環 境 調 査（ 現 地 調 査 ）に て

検 討  

地 質  地 質 に つ い て の 情 報 は な

い 。  

―  

土 壌  褐 色 森 林 土 、 腐 植 土 が や

や 堆 積 し た 場 所  

移 植 適 地 環 境 調 査（ 現 地 調 査 ）に て

検 討  

土 湿  適 湿 ～ 乾 燥 し た 場 所  移 植 適 地 環 境 調 査（ 現 地 調 査 ）に て

検 討  

 

4) スケジュール 

ムヨウラン属の一種については、種の同定が完了していない。そのた

め、現地調査により種を同定する必要がある。 

ウスギムヨウラン、ムヨウラン、クロムヨウランの開花期（5 月～8

月）に現地調査を実施し、種の同定及び生育状況を把握する。同時に生

育環境の把握及び種子採取を行う。 

播種による増殖は、種子採取後の平成 19年 5月頃からを想定してい

る。種子採取後、移植実験を実施する。移植実験については、平成 19

年 7月頃から実施するものとする。 

本移植は平成 20年 7月頃からを想定しているが、移植実験の結果を

踏まえ、選定する。 

 

表 3.4-18 ムヨウラン 属の一種  短期 移植スケジ ュール 

項　目 4 5 6 7 8 9 101112 1 2 3 4 5 6 7 8 9 101112 1 2 3

事前調査、
生育状況、生育環境調査

移植適地環境調査

播種による増殖

移植実験

本移植実施

管理・モニタリング

H19 H20

 
   実 施 時 期    実 施 予 定 時 期 （ 移 植 実 験 の 結 果 を 踏 ま え 選 定 ）  
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5) 移植手法 

ムヨウラン属の一種の移植手順を以下に示す。以下の手法により、移

植実験及び本移植を実施する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3.4-11 ムヨウラン属の一種移植手順 

 

6) 増殖手法 

ムヨウラン属については、腐生ランであり、移植の実績はない。ラン

菌との共生が条件になり、播種による増殖も不確実性が高いと想定され

る。しかしながら、調査地域においては、数多く生育が確認されており、

環境として適していると想定される場所には、高い確率で生育が確認さ

れている。また、無菌培養は多くの腐生ランにより実績がある。ラン菌

が分布していない野外の場所への植え戻しはできないが、増殖そのもの

は実施可能である。したがって、ムヨウラン属の生育を期待する生育基

盤の移植とリスク回避のための無菌培養により増殖を行うものである。

万一、移植個体が失敗した場合の種子採取用とする。 

 

① 生育基盤の移植 

ムヨウラン属の生育基盤となる腐植層を実験場に移植（落ち葉を積

上げる）し、日照条件や空中湿度を生育地と同様の環境を創出し、ム

ヨウラン属が生育するのを期待する。播種も組み合わせる。 

 

② 播種（無菌培養） 

生育地から種子を採取し、滅菌し、瓶中で生長させる。無菌培養の

手順については、資料集 P19-6に示した。 

必要に応じて組織培養も検討する。 

 

7) 移植実験 

「5)移植手法」及び「6)増殖手法」に従い、移植実験・増殖を実施す

る。移植実験及び増殖は、実験用の圃場を設置し、実施する。 

播種による増殖は、平成 19年 5月～平成 20年 6月とする。移植実験

は、平成 19年 7月～平成 20年 6月とする。ただし、移植実験の結果に

よっては、平成 20年 7月以降も実施する。 

 

8) 維持管理計画 

移植実施後の維持管理計画として、潅水及び除草、モニタリング調査

を実施する。 

管理及びモニタリングは、保全目標で設定した 5年間実施する。実施

項目、内容については今後検討する。 

 

(3) 平成 19年度計画 

1) 生育状況現地調査 

ムヨウラン属について種の同定を行い、また、現時点における生育状

況を把握するために、平成 18年度の生育地点を中心に現地調査を実施

する。 

 

① 調査地域 

基本的に既往調査による確認地点及び平成 19年～20年の改変区域

及びその周辺 50mの区域を調査地域とする。ただし、2)移植適地環境

調査地域である常緑広葉樹林も調査を実施する。 

 

② 調査時期 

ウスギムヨウラン、ムヨウランの花期（5～7月）とクロムヨウラン

の花期（8月）に行う。 

 

③ 調査手法 

踏査により実施し、P10表 3.4-3に示す項目について記録する。 

 

①堀取り 
ムヨ ウラ ン 属の 一種 は 、腐 生植 物 であ るた め、 水 から 光合
成を行うことがなく、「菌根菌」と呼ばれる菌類へ依存して生
育している。そのため、菌根菌が生育 する株周辺の土壌を乱
すことなく、一緒に移動させることが 必要となる。掘取りで
は移植個体の根を傷めないよう、また 株周辺の土壌を乱さな
いように、土壌を幅 30cm以上、できるだけ深くの腐植層も同
時に掘取る。 

②運搬 
掘取り場所から移植先まで運搬する。運搬の際には乾燥や、
採取した土が崩れないよう留意する。 

③移植 
移植 予定 場 所に 移植 用 の穴 を掘 り 、移 植個 体を 、 土壌 を崩
さないように置き、周囲の土を埋め戻し、土壌を馴染ませる。 

④養生管理 

移植 後に た っぷ りと 水 を掛 ける と とも に、 周囲 に 落ち 葉等

を薄く敷き、水の蒸発を緩和する。 
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2) 移植適地環境調査（現地選定） 

ムヨウラン属の移植先を選定するために、机上選定した移植適地の微

環境を把握するための環境調査を行う。 

 

① 調査地域 

(2) 3)移植適地の選定（机上選定）で選定した移植適地を調査地域

とする。 

 

② 調査時期 

生育状況調査を同時の 5～8月に行う。 

 

③ 調査手法 

踏査により実施し、P11表 3.4-4に示す項目について記録する。 

 

(4) 移植実験・増殖の実施 

移植実験及び増殖について、(2)移植手法の検討で設定した手法に従い

実施する。 
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4. 平成 19年度の実施計画（まとめ） 

4.1 生育状況調査 

4.1.1 工事予定区域における重要な種調査 

平成 19～20年度に工事が予定されている区域及びその周辺 50ｍの区域

において、植物の重要な種の生育状況を調査し、把握することを目的とす

る。 

調査対象種は、平成 20年度に直接改変の影響を受ける種、又は直接改変

以外の影響を受ける可能性のある種のアカソ、スズサイコ、コシロネ、ゴ

マギ、ホシクサ、ムヨウラン属の一種を含む保全措置対象種 21種 とす る。 

本調査により、新規に移植対象種の個 体が確認された場合には、委員へ

のヒアリングを行い、検討を行う。 

表 4.1-1 工事区 域におけ る重要な 種 調査手法 

項 目  内 容  備 考  

調 査 対 象 種  ア カ ソ 、ス ズ サ イ コ 、コ シ ロ ネ 、ゴ マ ギ 、ホ

シ ク サ 、ム ヨ ウ ラ ン 属 の 一 種 を 含 む 保 全 措 置

対 象 種 21種  

 

調 査 範 囲  平 成 19～ 20年 度 に 工 事 が 予 定 さ れ て い る 区

域 及 び そ の 周 辺 50ｍ の 区 域  

 

調 査 時 期  平 成 19年 4月 ～ 10月  3回  ア カ ソ 、 ス ズ サ イ コ 、

コ シ ロ ネ 、 ゴ マ ギ 、 ホ

シ ク サ 、 ム ヨ ウ ラ ン 属

の 一 種 を 確 認 し や す い

時 期  

調 査 手 法  現 地 踏 査   

調 査 内 容  ・工 事 予 定 区 域 内 に お け る 重 要 な 種 の 確 認 及

び マ ー キ ン グ の 実 施  

・ 重 要 な 種 の 生 育 状 況（ 位 置 、個 体 数 、生 育

環 境 ）  

 

 

 

4.2 移植適地環境調査 

今回の机上調査による移植適地選定結果を踏まえ、現地において地形、土

壌、日照条件、周辺植生、開空率等の微環境の生育適地要因に適する移植適

地の選定を行う ことを目的 とする。調 査手法を表 4.2-1に 、調査項目 を表

4.2-2に示す。 

表 4.2-1 移植適 地環境調 査手法 

項 目  内 容  備 考  

調 査 対 象 種  ア カ ソ 、 ス ズ サ イ コ 、 コ シ ロ ネ 、 ゴ マ ギ 、 ホ

シ ク サ 、 ム ヨ ウ ラ ン 属 の 一 種  6種  

 

調 査 地 域  今 回 選 定 さ れ た 移 植 適 地 を 中 心 と し た 、 事 業

実 施 区 域 及 び そ の 周 辺 500m 

 

調 査 時 期  平 成 19年 4月 ～ 10月  各 1回  生 育 状 況 調 査 と 同 時  

調 査 手 法  現 地 踏 査   

調 査 内 容  移 植 対 象 種 の 移 植 適 地 の 選 定   

 

表 4.2-2 移植適 地（現地 選定）調 査 項目 

№  項 目  内 容  

1 地 形  移 植 候 補 地 の 地 形 の 状 況 、 傾 斜 角 度 、 傾 斜 方 向 に つ い て 記

録 す る 。  

2 土 壌 の 種 類 、厚 さ 、

湿 度  

移 植 候 補 地 の 土 壌 の 種 類 、 腐 植 土 層 や 土 壌 の 厚 さ 、 土 壌 の

湿 度 に つ い て 記 録 す る 。  

3 水 質 、 水 位  生育地の水質(pH等)及び水位について記録する。 

4 日 照 条 件  移 植 候 補 地 の 日 照 条 件 に つ い て 、 照 度 計 等 を 用 い て 測 定 す

る 。  

5 開 空 率  移 植 候 補 地 の 樹 林 の 上 層 木 の 量 と 林 内 の 光 環 境 の 関 係 を 把

握 す る た め 開 空 率 を 記 録 す る 。  

6 周 辺 植 生  移 植 候 補 地 の 周 辺 の 植 生 に つ い て 、 記 録 す る 。  

7 平 面 図 、 断 面 模 式

図 の 作 成  

移 植 候 補 地 に つ い て 、 平 面 図 、 植 生 断 面 図 を 記 録 す る 。  

8 写 真 撮 影  移 植 候 補 地 の 近 景 、 中 景 、 遠 景 を 撮 影 す る 。  

 

4.3 移植実験及び増殖 

平成 19年度に移植実験及び増殖を実施する種は、アカソ、スズサイコ、コ

シロネ、ゴマギ、ホシクサ、ムヨウラン属の一種の 6種である。 

 

表 4.3-1 平成 19年度調査及び 移植実 験・増殖ス ケジュー ル 

項　目 4 5 6 7 8 9 101112 1 2 3
事前調査、
生育状況、生育環境調査
移植適地環境調査
播種による増殖
移植実験
事前調査、
生育状況、生育環境調査
移植適地環境調査
播種による増殖
試験移植
事前調査、
生育状況、生育環境調査
移植適地環境調査
播種による増殖
試験移植
事前調査、
生育状況、生育環境調査
移植適地環境調査
挿し木・播種による増殖
移植実験
事前調査、
生育状況、生育環境調査
播種適地環境調査
播種
表土蒔きだし
管理・モニタリング
事前調査、
生育状況、生育環境調査
移植適地環境調査
播種による増殖
移植実験

ホ
シ
ク
サ

ム
ヨ
ウ
ラ
ン

属
の
一
種

H19

ゴ
マ
ギ

コ
シ
ロ
ネ

ス
ズ
サ
イ
コ

ア
カ
ソ
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4.4 維持管理計画の検討 

移植実施後の潅水等の管理、生育状況確認のモニタリングに関する維持管

理計画は、平成 19年度に検討を行う。 

 

表 4.4-1 維持管 理計画検 討項目 

項 目  検 討 内 容  

潅 水  実 施 方 法 、 実 施 ス ケ ジ ュ ー ル  管 理 計 画  

除 草  管 理 目 標 、 実 施 基 準 、 実 施 方 法 、 実 施 ス ケ ジ ュ ー

ル  

モ ニ タ リ ン グ  

（ 生 育 個 体 数 、 生 育 状 況 ）  

実 施 ス ケ ジ ュ ー ル 、 生 育 状 況 悪 化 の 場 合 の 対 応  

 

 


